
レベル わかる（知識） できる（実践的スキル） 

７ 

６ 

５ 

４ 
介護福祉士であること（国家試験合格） 

 ※ 介護福祉士養成施設卒業者について、国家試験の義務付け前に
おいては、介護福祉士養成課程修了によりレベル４とする。 

「基本介護技術の評価」、「利用者視点での評価」、「地域包括ケ
アシステム＆リーダーシップに関する評価」を実施 

 ※ レベル３又は２②の認定を受けている場合は、「基本介護技術の評価」は不要。 

３ 
介護福祉士養成課程又は実務者研修修了 

 ※ 介護職員基礎研修修了でも可。 
「基本介護技術の評価」、「利用者視点での評価」を実施。 

２ 介護職員初任者研修修了（※） 

 ※ ホームヘルパー２級研修又は１級研修修了も含む。 

【レベル２②】 
「基本介護技術の評価」、「利用者視点での評価の一部（感染
症対策・衛生管理など）」を実施。 

【レベル２①】 
「基本介護技術の評価（状況の変化に応じた対応を除く）」を実
施。 

 ＊介護福祉士養成課程において、レベル２①の評価基準を用
いた実習の実施を推進 

１ 

介護プロフェッショナルのキャリア段位制度と既存の資格等との整理（案） 

○ 介護福祉士の資格取得や実務者研修・介護職員初任者研修の修了等を通じて「わかる（知識）」を評価しつつ、
資格制度では弱い「できる（実践的スキル）」を重点的に評価。 

○ あわせて、介護福祉士養成課程での「できる（実践的スキル）」の評価を推進し、介護福祉士等の「できる（実践
的スキル）」の向上を推進。 

認定介護福祉士（仮称）の検討を踏まえて、評価基準を検討 
 （当面、レベル５～７の認定は実施しない） 

※ 網掛け部分は、キャリア段位制度において独自に評価を行う部分。 

 （注）あるレベルの「わかる（知識）」の要件を満たしている場合、より下位のレベルの「わかる（知識）」の要件も満たされることとする。 1 

資料３ 



（参考）「できる（実践的スキル）」の評価基準のレベル対応 

大項目 中項目 レベル２① レベル２② レベル３ レベル４ 

基本介護技術の評価 

入浴介助 ○ ○ ○ ○ 

食事介助 ○ ○ ○ ○ 

排泄介助 ○ ○ ○ ○ 

移乗・移動・体位変換 ○ ○ ○ ○ 

状況の変化に応じた対応 × ○ ○ ○ 

利用者視点での評価 

利用者・家族とのコミュニ
ケーション 

× 一部○ ○ ○ 

介護過程の展開 × × ○ ○ 

感染症対策・衛生管理 × ○ ○ ○ 

事故発生防止 × 一部○ ○ ○ 

身体拘束廃止 × × ○ ○ 

終末期ケア × × ○ ○ 

地域包括ケアシステ
ム＆リーダーシップ 

地域包括ケアシステム × × × ○ 

リーダーシップ × × × ○ 

（注）レベル３又は２②の認定を受けている者がレベル４を申請する場合は、「基本介護技術の評価」を受ける必要はない。 2 


